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「第５８回全国社会教育研究大会千葉大会」基調講演 

オリエンタルランドにおける「人財力向上の取り組み」について（概要） 

 

１ 日時及び講師等 

・ 日時：平成２８年１０月２７日（木）千葉県文化会館 

・ 講師：㈱オリエンタルランド 執行役員 人事本部長 金木有一 氏 

・ 演題：社会に役立つ人づくり 

 

２ 講演概要 

○ 人づくりにおいて大切にしていること 

オリエンタルランドらしさ 

“人の喜びが自分の喜び”という価値観 

お互いを認め合う文化 

２８，０００人のチームワーク 

シンプルにつくる 
ＳＣＳＥ 

より良く・やり切る・一丸となって 

一貫してやり続ける 
ｽﾋﾟﾘｯﾄｵﾌﾞ東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾘｿﾞｰﾄ，ﾌｧｲﾌﾞｽﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ， 

評価，各種研修 

 

 

「夢・感動・喜び・やすらぎ」を提供できる人財の育成 

 

⑴ オリエンタルランドらしさ 

 ① “人の喜びが自分の喜び”という価値観 

  ・ ゲスト満足度向上（ゲストの笑顔）⇔従業員満足度向上（ハピネスの提供） 

 ② お互いを認め合う文化 

・ スピリットオブ東京ディズニーリゾート 

 ⇒ キャスト同士が仲間の素晴らしい行動を称え合う活動 

・ ファイブスタープログラム 

 ⇒ 上司が素晴らしい行動をしたキャストをその場で称える活動 

 ③ ２８，０００人のチームワーク 

・ カヌーレース 

 ⇒ 年１回職場の仲間で参加。一体感の醸成が進む。 

・ サンクスデー 

 ⇒ 年１回閉園後に準社員をゲストとして迎える。役員・社員がキャスト役。 

⑵ シンプルにつくる 

 ① 社員（一般メンバー）に求める行動要件 

   「より良く」，「やり切る」，「一丸となって」 

② 社員（マネジメント）に求める行動要件「４Ｄ」 

   「掘り下げる/Dig」,「決め切る/Decide」， 

「引っ張る/Drive」，「育てる/Develop」 

③ キャストに求める行動基準「４つの鍵（ＳＣＳＥ）」 

   「安全性/Safety」・・・・・・安全は最優先 

「礼儀正しさ/Courtesy」・・・挨拶/スマイル/言葉づかい/アイコンタクト 

「ショー/Show」 ・・・・・・パーク全体が劇場/毎日が初演 

「効率/Efficiency」・・・・・ゲストが快適に過ごすために必要な迅速さ 

※「ＳＣＥ」が出来て「Ｅ」を求める。ﾏﾆｭｱﾙではなく自ら判断し行動することが重要。 

たくさんあると伝わらない，

届かない，意識変わらない。 

その結果３つに行き着いた。 

この仕事は右上がりになら

ない。小さなことでもより良く

していく。やり切らないと達成

できない。 

資料２別紙 
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⑶ 一貫してやり続ける 

・入社および各種研修 

 

 

 

 

 

 

 

・評価と面談，昇給/昇格      ・ﾌｧｲﾌﾞｽﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ，日常指導 

 
 

・スピリットオブ東京ディズニーリゾート 
 

※「ＳＣＳＥ」に基づいて，褒められる，叱られることが一番のポイント 

 

○ 環境変化に伴う社会課題と社会ニーズ 

 ① ＩＣＴ技術の進歩により 

バーチャルの進展⇔リアルへの希求 

 ② 人口減少や個人・家族の孤立化により 

コミュニティの希薄化⇔きずなの大切さ 

 ③ グローバル化の進展により 

日本基準から世界基準へ⇔日本の魅力の再認識 

 

○ 当社事業と社会課題 

 ① 当社事業の提供価値 

「非日常空間」における 

・ 「ハピネス」， 

・ 「夢・感動・喜び・やすらぎ」 

 ② お客様からキャストに期待いただいていること 

・ 笑顔，挨拶 

・ 自分の気持ちに気づいてくれる 

・ キャストやお客様同士の触れ合い 

 

○ 最後に 

 ・ 事業を通じて   → お客様の東京ディズニーリゾート体験 

             → 社会貢献活動 

 ・ 従業員を通じて → 従業員一人ひとりの幸せ 

               “人財は社会からの預かりもの” 

 

 

幸せな社会づくりの一助となりたい 

SCSE 

教育 

日々の 

コミュニケーション 

 

評価 

お互いを認め合う文化 


